






(2) トレーニングデータの取得

ケーススタディエリアの検証用画像に基づき、 47箇所（常緑樹25箇所、 落葉樹22箇所）のトレーニン

グエリアを選定し、 夏季および冬季のスペクトル値をサンプリングした。 選定したトレーニングエリアを図

-5.4に示す。

夏季(1999年7月25日）

置

冬季(2000年12月26日）

是

検証用画像

図 ー5.4常緑樹・落葉樹区分の検討に際して選定したトレーニングエリア
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(5)常緑樹・落葉樹の区分

図 ー5.6で取得したトレーニングエリアのIndex値をサンプリングし、グラフ上に展開することによって、

常緑樹と落葉樹のしきい値を求めた。 サンプリング結果を図ー5.7に示す。

これより、Index=50がしきい値として妥当であると判断された。 設定したしきい値で区分した結果を図

-5.8に示す。
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図 ー5.7 トレーニングエリアのIndex値サンプリング結果(LANDSAT)

常緑樹

落葉樹

図 ー5.8 常緑樹・落葉樹区分結果(LANDSAT)
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図 ー5.10 回帰分析結果CIKONOS)

表ー5.2 2000年8月8日の画像を基準とした場合の回帰分析結果(IKONOS)

バンド 相関係数 回帰式

B (bandl) 0.979 Y =0.939X + 120.07 

G (band.2) 0.978 Y=l.06X+82.662 

R (band3) 0.972 Y=l.052X+72.009 

NIR (band4) 0.947 Y =0.9522X + 106.09 

(2) トレーニングデータの取得

ケーススタディエリアの検証用画像に基づき、 47箇所（常緑樹25箇所、 落葉樹22箇所）

グエリアを選定し、 夏季および冬季のスペクトル値をサンプリングした。 選定したトレーニングエリアを図

のトレーニン

-5.11に示す。
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	５．常緑樹・落葉樹の区分と精度の検証

